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Ⅰ．初めに 

   西表島の上原地区発祥の「デンサ―節」という民謡があるが、その民謡が沖縄県各

地に広まり続け、各地でオリジナルを加えた「デンサ―節」が普及している。それに

より「デンサ―節」が誕生した地が上原地区であるということが疑問視され始めてい

る。そのため、私たちは「デンサ―節」の発祥の地が上原地区であるということを調

査したいと思い今回の研究を行った。 

 

Ⅱ．研究の目的、動機  

   西表島の上原地区発祥の民謡「デンサー節」について、グループで話をしていると、

このグループ内での認知度に差があることに気付いた。それをきっかけに八重山地方

と沖縄本島のデンサー節の認知度について調べたいと思った。 

また、このデンサー節は「教訓歌」であることが分かり、これまでどのように継承

されてきたのか調べたいと思った。 

 

Ⅲ．研究方法、地域、期間 

   研究方法…インターネットや本などで事前学習に取り組んだ。実際に西表島に行き、

港やスーパーで認知度調査を行ったり、現地の方にデンサ―節の継承な

どについてのお話を伺った。さらに西表島と沖縄本島との認知度の差を

調べるために、沖縄大学周辺でも調査を行った。 

   地域…西表島上原地域 沖縄大学周辺 

   期間…事前学習（2017 年 6 月中旬ごろ～） 

西表島での調査（2017 年 9 月 23 日～25 日） 

沖縄大学周辺での調査（2017 年 11 月 10 日） 
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Ⅳ．結果 

 ・デンサ―節について 

   西表島の上原地区発祥で、八重山地方に広く知られている教訓歌である。１７６８

年に上原村の村長（ゆんちゅ）であった宮良里賢さんによってつくられた。当時の西

表島は首里王府の行政改革の影響により、波照間島や黒島からの強制移住で村建が進

められていた。 

 

 ・デンサ―節の継承について 

   ２０年前からデンサ―節大会を通して伝承に取り組んでいる。大会では、小学生か

ら一般までの出場者がデンサ―節を歌い、表彰を行う。以前は竹富町の各島で運営を

受け持っていたが、財政的に厳しくなったため第１５回大会を最後に開催されていな

かった。しかし、２０１６年からデンサ―節の発祥の地である上原地区の公民館で主

催して再び開催する運びとなり、デンサ―節を継承していこうと地域全体で取り組ん

でいる。 

 

 ・認知度調査について 

   「デンサ―節」の認知度調査を西表島の上原地区（港・スーパー・商店など）と沖

縄県本島（沖縄大学周辺）で行った。 

西表島上原地区での認知度調査では、どの年代も「歌えるし歌詞の意味も知ってい

る」の項目への回答が多く、「知らない」項目への回答はなかった。30 代 1 人、40 代

1 人という結果は観光客からの回答であった。それに比べ沖縄本島で行った認知度調査

では、「名前のみ知っている」「知らない」への回答が圧倒的に多かった。 

 

西表島上原地区（港・スーパー） 

 
歌えるし歌詞の 

意味も知っている 
歌える 

名前のみ 

知っている 
知らない 

合計

（人） 

10 代 ０ ０ ０ ０ ０ 

20 代 ４ １ ３ ０ ８ 

30 代 ６ ２ ９ １ １８ 

40 代 ７ １ １ １ １０ 

50 代 ２ ３ ２ ０ ７ 

60 代 １１ １ ２ ０ １４ 

合計 ３０ ８ １７ ２ ５７ 
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沖縄本島（沖縄大学周辺） 

 
歌えるし歌詞の 

意味も知っている 
歌える 

名前のみ 

知っている 
知らない 

合計

（人） 

10 代 ０ ０ ３ ０ ３ 

20 代 １ １ １４ １５ ３１ 

30 代 ０ ０ １ ６ ７ 

40 代 ０ １ １ １ ３ 

50 代 ０ ２ ２ １ ５ 

60 代 ０ ０ ３ ０ ３ 

合計 １ ４ ２４ ２３ ５２ 

 

Ⅴ．考察、分析 

   認知度調査の結果からは、西表島上原地区住民の「デンサ―節」に対する認知度が、

沖縄本島住民の認知度より高いことが分かり、本島住民の認知度がかなり低く、あま

り知られていないことが明らかとなった。さらに金星さんからは、「デンサ―節」が

誕生するまでの歴史やこれまで・これからの継承の方法についてお話を聞き、「デン

サ―節」の発祥地が上原地区であることが明確になった。 

   私たちははじめ「デンサ―節」の発祥の地が上原地区かどうかと研究を進めていた

とき、原曲のデンサ―節以外はデンサ―節であるということは間違っているのだと捉

えていた。しかし金星さんは「デンサ―節」が広まり続け、各地でアレンジされた「デ

ンサ―節」が誕生していることを「間違っていない。あちこちへ行ってその島で生ま

れ変わって新しい歌にされるのが八重山の歌の特徴です。」と話していた。私たちが

はじめに捉えていた認識は間違いであり、原曲から形を変えていった「デンサ―節」

も含めすべてが「デンサ―節」であることがわかった。 

 

Ⅵ．今後の展望 

   今回の研究を通し、本島にも独自の「デンサ―節」が存在するが本島住民の「デン

サ―節」に対する認知度が低いことが明らかになった。「デンサ―節」は教訓歌であ

ることから継承され続ける必要があると考える。発祥の地である西表島上原地区では

「デンサ―節大会」が開催され、代々継承され続けている。沖縄本島ではそのような

継承活動が行われておらず認知度が低い。そのため今回の研究を通して、「デンサ―

節」をはじめ、様々な文化を引き継ぎ、次世代へもしっかり伝え続けていく必要があ

ると感じた。 
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Ⅶ．終わりに 

   私たちは今回「デンサー節」の発祥地が西表島の上原地区であることを証明するた

めに研究を行った。研究・調査をしていく中で、新しい視点から見た「デンサー節」

を知ることができたと感じている。 

   今回の研究を通して、地域によって変化した「デンサ―節」もその地に伝わる教訓

歌「デンサー節」であり、新しい場所で生まれ変わっていくのが「デンサ―節」の特

徴であることが分かった。そしてそれが間違いではないと知ることができた。さらに

これらを学んだことで「デンサ―節」はこれから認知度の低い沖縄県本島にも広めて

いくことが必要であると感じた。それは「デンサー節」が教訓歌であり、教訓歌は世

間で大切にされている戒めを、教え諭すための歌であるからだ。この教訓歌を私たち

が受け継ぎ、繋ぎ、祖先たちが大切に築きあげてきたものを大切にしていくことが私

たちに出来ることであり、やるべきことだと感じた。 

   「デンサー節」は西表島の上原地区を発祥地とし、沖縄県各地へ広まった。各地で

歌われているものは現曲とは異なり、アレンジが加えられているがそれも立派な教訓

歌「デンサー節」である。「デンサー節」は、上原地区を発祥地とし、沖縄県各地に

広まった。そして広まりアレンジが加えられた「デンサー節」は原曲の生まれ変わり

だとしたことが今回の私たちの研究結果である。 

 

Ⅷ．参考文献、調査協力 

   石垣金星さん、上原地区の地域の方々、他アンケートにご協力頂いた皆さん 

 

Ⅸ．指導教員コメント 

   「デンサ―節」の概念が変わったことは、研究の成果である。そのことを踏まえて

言えば、各地で生まれていった「デンサ―節」は、本来の「デンサ―節」とどこがど

のように変わっていったのか。教訓歌としての教訓の中身に違いがあるのか、あると

すればそこにはどんな意味があるのか、今後の研究課題であると思う。 

 

 

 

 

 


